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小
教
区
設
立
百
周
年
記
念

　

  

聖
母
祭
・
夜
市
‼ 

　
八
月
十
日
（
日
）
午
後
五
時
三
十
分
か

ら
、
福
江
教
会
境
内
に
於
い
て
聖
母
祭
夜

市
が
行
わ
れ
た
。
小
教
区
設
立
百
周
年
を

迎
え
る
に
あ
た
り
、
司
祭
館
建
設
工
事
の

はじめに下口神父様より100 周年の感謝のお祈りが捧げられました。

シスターによる美しい合唱が
夜市に花を添えました。

カレーもたったの100 円！
あっという間に売り切れです…。

恒例の下口神父様によるマジックショー。
帽子と蝶ネクタイが似合ってます。

関
係
で
昨
年

は
行
わ
れ
な

か
っ
た
事
も

あ
り
、
二
年

ぶ
り
の
開
催

と
な
っ
た
。

　

今
年
は
福

江
小
教
区
設

立
の
恩
人
で
あ
る
ペ
ル
ー
神
父
さ
ま
の
司

牧
さ
れ
て
い
た
旧
堂
崎
小
教
区
で
、
現
在

の
浦
頭
教
会
の
岩
崎
神
父
様
に
参
加
を
呼

び
か
け
た
り
、
信
徒
の
皆
さ
ん
も
家
族
連

れ
多
数
の
参
加
も
あ
り
、出
店
は
焼
き
鳥
、

焼
き
そ
ば
、
カ
レ
ー
、
バ
ザ
ー
、
生
ビ
ー

ル
等
を
販
売
し
行
列
が
で
き
る
店
も
あ
り

大
い
に
賑
わ
っ
た
。
ま
た
、
シ
ス
タ
ー
合

唱
団
の
清
ら
か
な
歌
声
も
場
内
に
響
き
、

さ
ら
に
下
口
神
父
様
の
手
品
が
披
露
さ
れ

会
場
は
和
や
か
な
笑
い
に
包
ま
れ
た
。

委員会 出し物 売上金 材料・諸経費 差引利益

１ 典礼教育委員会 焼きそば 10,000 10,942 –942

２ 召命委員会 焼鳥 37,200 35,402 1,798

３ 生涯養成委員会 とうもろこし
フランクフルト 28,900 26,622 2,278

４ 福祉委員会 カレー 15,640 11,191 4,449

５ 広報委員会 飲料 34,400 49,818 –15,418

６ 信仰教育委員会 子供服バザー 4,760 ０ 4,760

７ 経済問題評議会 かき氷 12,800 5,397 7,403

８ 婦人会 バザー 24,965 ０ 24,965

９
聖家族

手作りお菓子
39,200 ０ 39,200

福江修道院 53,650 ０ 53,650

10 本部準備 炭,トレー,景品他 ０ 64,213 –64,213

各委員会利益合計 261,515 203,585 57,930

《 聖母祭決算書 》

百周年にちなんで、ほとんどの商品が 100 円以下！
例年を遙かにしのぐ人手に教会境内はすぐに一杯になりました。

焼き鳥の屋台の前は大行列。焼いても焼いてもすぐに売れてしまいました。
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七
月
十
三
日
（
日
）
午
後
一
時
よ
り
下

五
島
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会
が
福
江

教
会
で
行
わ
れ
、
下
五
島
の
各
教
会
の
信

徒
が
訪
れ
た
。

　

今
回
の
講
演
は
下
五
島
地
区
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
一
環
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
、
テ
ー
マ
は
「
い
の
ち

の
歌・い
の
ち
の
お
話
」
で
、初
め
に
コ
ー

ル
・
ア
ン
ジ
ェ
ラ
ス
に
よ
る
い
の
ち
の
歌

の
合
唱
が
披
露
さ
れ
、
澄
み
き
っ
た
歌
声

が
会
場
内
を
魅
了
し
た
。

　
そ
の
後
、
酒
井
孝
子
氏
に
よ
る
講
演
会

が
行
わ
れ
た
。
酒
井
氏
は
看
護
師
と
し
て

の
経
験
を
通
し
て
命
の
尊
さ
を
伝
え
た
い

と
の
思
い
に
至
り
、
様
々
な
場
で
講
演
活

動
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
日
の
講
演
で
も

聖
書
の
一
節
や
教
皇
さ
ま
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

等
を
紹
介
し
な
が
ら
、
医
学
的
知
見
と
自

信
の
経
験
を
加
え
て
い
の
ち
の
尊
厳
に
つ

い
て
丁
寧
に
教
え
説
か
れ
た
。

　
後
半
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ソ
ー
シ
ャ
ル

セ
ン
タ
ー
で
の
こ
ど
も
達
へ
の
支
援
の
経

験
を
さ
れ
た
竹
内
祐
貴
子
さ
ん
が
、
現
地

で
の
活
動
の
様
子
を
紹
介
さ
れ
た
。

― 

下
五
島
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
ミ
ゼ
リ
コ
ル
デ
ィ
ア
）
―

　
下
五
島
地
区
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
方
に
、
現
在
の
活
動
内
容
に
つ
い
て
伺

い
ま
し
た
。

  

音
訳
講
座
が
七
月
四
日
か
ら
八
月
二
三

日
ま
で
の
間
計
六
回
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
声
の
音
訳
者
（
声
の
テ
ー
プ
）
を
提

供
す
る
た
め
の
勉
強
会
で
す
。
御
ミ
サ
の

典
礼
、
神
父
様
の
説
教
、
大
好
き
な
本
な

ど
が
聞
き
取
り
に
く
か
っ
た
、
も
う
一
回

聞
き
た
い
と
考
え
て
い
る
方
に
Ｃ
Ｄ
に
録

音
し
て
提
供
で
き
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の
で
時
間

は
か
か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
皆
で
頑

張
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の

活
動
を
応
援
し
て
下
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
去
る
七
月
二
八
日
（
月
）
恒
例
の
下
五

島
地
区
合
同
で
の
小
学
生
黙
想
会
が
と
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
、
信
徒
発
見
一
五
〇
周
年
と
い

う
恵
み
の
年
に
合
わ
せ
て
大
浦
天
主
堂
へ

の
巡
礼
と
い
う
形
で
の
黙
想
会
で
し
た
。

引
率
者
も
含
め
る
と
一
四
〇
名
近
い
大

  

下
五
島
地
区
合
同

　 

小
学
生
黙
想
会

酒井 孝子さん

教
会
内
外
・
墓
地
清
掃

 
下
五
島
地
区

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
演
会

巡
礼
団
と
な

り
、
熱
中
症

な
ど
大
き
な

不
安
を
抱
え

て
の
巡
礼
出

発
と
な
り
ま

し
た
が
、
神

様
の
計
ら
い

の
中
で
マ
リ

ア
様
の
導
き

と
、
多
く
の
方
々
の
祈
り
の
お
か
げ
で
無

事
に
巡
礼
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　
今
回
の
黙
想
会
に
あ
た
り
、
経
費
の
面

で
教
会
維
持
費
よ
り
一
部
負
担
し
て
頂
き

ま
し
た
こ
と
を
紙
面
上
か
ら
で
は
あ
り
ま

す
が
信
徒
の
皆
様
へ
一
言
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

（
カ
テ
キ
ス
タ
よ
り
）

　

八
月
十
七
日
（
日
）
九
時
の
ミ
サ
後
、

教
会
の
内
外
の
清
掃
が
行
わ
れ
た
。

　
最
初
の
計
画
で
は
、
八
月
三
日
に
予
定

し
て
い
た
が
、
台
風
の
余
波
の
雨
で
延
期

に
な
っ
た
。

　
教
会
の
中
は
、
定
期
の
清
掃
で
は
あ
っ

た
が
、
今
回
は
、
整
備
が
終
わ
っ
た
外
側

の
、樹
木
の
剪
定
も
同
時
に
行
わ
れ
、す
っ

き
り
と
し
た
雰
囲
気
に
な
っ
た
。

　
ま
た
、
午
後
一
時
半
か
ら
桐
ヶ
丘
墓
地

で
掃
除
も
行
わ
れ
た
。

　
炎
天
下
の
中
、
墓
地
周
辺
の
雑
草
の
刈

り
取
り
や
、
樹
木
の
剪
定
、
管
理
を
委
託

さ
れ
て
い
る
墓
石
を
磨
き
、
皆
様
の
協
力

で
、
清
掃
を
終
え
る
こ
と
が
出
来
た
。

　
た
だ
、
墓
地
の
清
掃
は
、
所
有
さ
れ
て

い
る
方
の
参
加
が
少
な
い
こ
と
が
残
念
で

あ
っ
た
。
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福
江
小
教
区
百
年
の
あ
ゆ
み

　
　

 
福
江
小
教
区
の
歴
代
主
任
司
祭
（
２
）

　

第
十
代
主
任
司
祭
の
岩
永
静
雄
師
は
、

外
海
町
出
津
生
ま
れ
。
昭
和
十
一
年
に
司

祭
叙
階
。
師
は
何
事
に
お
い
て
も
徹
底
さ

れ
、
祈
り
と
信
仰
一
筋
の
厳
格
な
人
だ
っ

た
。
昭
和
四
四
年
九
月
、
福
江
教
会
主
任

と
し
て
着
任
さ
れ
る
と
、
早
速
司
祭
館
と

要
理
教
室
を
兼
ね
た
信
徒
会
館
の
建
築
に

着
手
さ
れ
た
。
信
徒
が
ミ
サ
に
集
ま
る
機

会
を
大
切
に

し
て
、
多
く

の
祈
り
を
唱

え
る
こ
と
を

勧
め
、
ご
自
身

は
朝
四
時
に

起
き
て
祈
っ

て
お
ら
れ
た
。

　
第
十
一
代
主
任
司
祭
の
岩
永
薫
師
は
岩

永
静
雄
師
の
弟
で
、
昭
和
三
〇
年
に
司
祭

叙
階
。
福
岡
の
大
神
学
校
で
教
鞭
を
と
っ

て
い
た
が
、
昭
和
四
四
年
九
月
、
福
江
教

会
助
任
と
し
て
着
任
。
昭
和
四
六
年
一
月

主
任
と
な
り
、
昭
和
五
八
年
三
月
ま
で

十
二
年
間
福
江
教
会
で
司
牧
し
た
。
師
は

第
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
教
え
に
基
づ
い

て
信
徒
使
徒
職
評
議
会
を
発
足
さ
せ
、
各

種
委
員
会
を
設
立
。
小
教
区
報
「
こ
こ
ろ
」

の
発
刊
を
す
る
な
ど
、
現
在
の
教
会
の
基

礎
を
創
っ
た
。
五
島
初
の
ク
ル
シ
リ
ヨ
、

神
学
者
や
聖
書
学
者
を
呼
ん
で
の
要
理
講

習
会
、
宗
教
講
座
、
聖
書
講
座
な
ど
、
信

徒
の
要
理
へ
の
理
解
を
深
め
さ
せ
た
。
青

少
年
の
健
全
な
育
成
に
も
努
め
ら
れ
、
そ

の
成
果
と
し
て
多
く
の
司
祭
、
修
道
者
が

誕
生
し

た
。
ま
た
、

「
キ
リ
ス

ト
の
愛
の

教
え
と
剣

道
の
精
神

は
一
致
す

る
」
と
判

断
。
旧
・

信
徒
会
館
に
剣
道
道
場
「
雅
風
会
」
を
設

置
し
て
、
少
年
少
女
の
指
導
に
成
果
を
あ

げ
ら
れ
た
。
ミ
サ
で
は
小
中
学
生
を
祭
壇

近
く
の
目
の
届
く
場
所
に
座
ら
せ
、
ミ
サ

の
間
に
騒
ぐ
子
供
が
い
る
と
し
か
り
つ
け

る
こ
と
も
あ
っ
た
。
師
の
厳
格
な
教
育
の

お
か
げ
で
、
当
時
の
教
会
の
日
曜
二
番
ミ

サ
は
、
子
供
の
元
気
な
祈
り
と
歌
声
で
賑

や
か
で
荘
厳
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
五
七
年
六
月
に
福
江
教
会
大
改
修

工
事
を
行
い
、
翌
年
佐
世
保
の
三
浦
町
教

会
へ
転
任
さ
れ
た
。

 　

第
十
二
代
主
任
司
祭
の
浜
口
庄
八
師

は
五
島
市
平
蔵
生
ま
れ
。
昭
和
十
四
年

に
ロ
ー
マ
で
司
祭
叙
階
。
昭
和
五
八
年
、

七
〇
歳
で
福
江
教
会
に
着
任
さ
れ
た
。
師

は
祈
り
を
大
事
に
さ
れ
た
。
ミ
サ
の
説
教

は
よ
く
準
備
さ
れ
、
た
と
え
で
説
明
さ
れ

る
こ
と
が
得
意
だ
っ
た
。「
わ
た
し
た
ち
福

江
の
信
者
は
、
神
様
を
父
と
す
る
霊
的
な

兄
弟
姉
妹
で
あ
る
神
の
家
族
で
あ
る
。」
と

呼
び
か
け
、
主
日
ミ
サ
で
は
親
子
が
別
れ

て
別
々
の
席
に
座
る
の
で
は
な
く
、
同
じ

場
所
に
座
っ
て
神
の
家
族
を
ミ
サ
典
礼
の

場
で
現
そ
う
と
繰
り
返
し
諭
さ
れ
た
。
小

教
区
報
「
こ
こ
ろ
」
を
復
刊
さ
せ
、
師
自

身
も
よ
く
寄
稿
し
て
い
た
。
現
在
も
現
役

第
十
二
代

�

浜
口�

庄
八�

師

第
十
一
代

�

岩
永�

薫�

師

第
十
代

�
岩
永�

静
雄�

師

ルルドでお祈りをする剣道道場
「雅風会」のこども達

で
使
わ
れ
て
い
る
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
置
き

み
や
げ
に
、
昭
和
六
三
年
に
退
任
さ
れ
た
。

　
第
十
三
代
主
任
司
祭
の
濱
崎
渡
師
は
田

平
で
生
ま
れ
、
昭
和
二
六
年
司
祭
叙
階
。

昭
和
六
三
年
四
月
に
着
任
さ
れ
た
。
師
は

読
み
書
き
が
趣
味
で
学
識
が
あ
り
、
小
教

区
報
「
こ
こ
ろ
」
に
、
担
当
者
か
ら
依
頼

さ
れ
な
く
て
も
、
記
事
を
寄
稿
さ
れ
て
い

た
。
ミ
サ
説
教
に
情
熱
を
燃
や
し
、
説

教
は
流
暢
で
分
か
り
や
す
い
と
評
判
が
良

か
っ
た
。
背
が
低
く
、
説
教
台
か
ら
信
徒

の
顔
が
よ
く
見
え
な
い
と
の
こ
と
で
祭
壇

前
の
真
ん
中
に
立
ち
、説
教
を
さ
れ
て
い
た
。

も
と
も
と
気
さ
く
な
方
で
誰
で
も
受
け
入

れ
る
包
容
力
が
あ
り
ま
し
た
が
、
飲
む
と
一

層
陽
気
に
な
っ
た
。
転
任
の
と
き
船
が
福
江

を
離
れ
る
と
、
と
き
ど
き
福
江
の
方
を
振

り
向
い
て

眺
め
な
が

ら
「
あ
あ
、

福
江
は
よ

か
っ
た
な

あ
」
と
涙

を
流
し
て

別
れ
を
惜

し
ん
だ
と

い
う
。 

教会右に司祭館、手前に信徒会館を望む

第
十
三
代

�

濱
崎�

渡�

師濱崎師 堅信式にて
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◆
牢
屋
の
窄
殉
教
祭

　
日
　
時
：
十
月
二
六
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
後
一
時
よ
り

　
集
　
合
：
樫
の
浦
港

　
　
　
　
　
十
一
時
三
〇
分
ま
で
に

◆
諸
聖
人
の
祝
日
ミ
サ

　
日
　
時
：
十
一
月
一
日
（
土
）

　
　
　（
朝
六
時
に
ミ
サ
が
あ
り
ま
す
。）

　

 

編
集
後
記

　

今
年
は
雨
の
多
い
天
気
が
続
き
、

日
照
不
足
で
異
常
気
象
と
も
言
え
る

夏
で
し
た
。
皆
さ
ん
元
気
に
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
。

　
先
月
、
身
内
で
不
幸
が
あ
り
、
信

徒
会
館
を
通
夜
で
使
用
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。
そ
の
節
は
、
シ
ス
タ
ー
を

は
じ
め
沢
山
の
方
か
ら
お
祈
り
を
頂

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
通
夜
で

信
徒
会
館
を
使
用
し
た
の
は
、
我
が

家
が
初
め
て
で
は
な
く
二
件
目
だ
っ

た
よ
う
で
す
。

　
今
ま
で
信
徒
会
館
で
通
夜
を
し
よ

う
と
考
え
た
こ
と
が
無
か
っ
た
の
で

す
が
、
今
回
利
用
し
て
み
て
、
こ
ん

な
に
綺
麗
で
広
い
会
場
は
使
わ
な
い

と
も
っ
た
い
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。

も
し
も
の
際
に
は
、
信
徒
会
館
も
会

場
の
選
択
肢
の
一
つ
に
入
れ
て
検
討

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
広
報
誌
「
こ
こ
ろ
」
を
い
つ
も
御

愛
読
下
さ
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

広
報
委
員
一
同
良
い
紙
面
を
と
考
え

頑
張
っ
て
い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
意

見
、
ご
感
想
な
ど
い
た
だ
き
、
さ
ら

に
充
実
し
た
紙
面
に
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
今
後
と
も
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

（
Ｅ
．
Ｈ
）

お
知
ら
せ

敬
老
ミ
サ
・
敬
老
祝
賀
会

　
九
月
十
四
日

（
日
）
の
二
番

ミ
サ
は
敬
老
ミ

サ
と
し
て
執
り

行
わ
れ
た
。
典

礼
委
員
で
行
う

ミ
サ
朗
読
を
岩

下
テ
ル
子
さ
ん

と
中
島
一
男
さ

ん
に
お
願
い
し

た
と
こ
ろ
快
く

引
き
受
け
て
下

さ
り
、お
二
人
と
も
丁
寧
に
お
読
み
頂
い
た
。

　

ミ
サ
後
に
敬
老
祝
賀
会
が
行
わ
れ
、

三
九
名
の
方
が
参
加
さ
れ
た
。
葛
島
神
父

様
よ
り
「
様
々
な
困
難
を
乗
り
越
え
て
き

た
皆
さ
ん
を
励
み
に
私
も
頑
張
り
た
い
、

本
日
は
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。」
と

敬
意
を
込
め
た
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
会
食
中
に
は
、
子
ど
も
達
や
シ
ス
タ
ー

の
合
唱
、
福
江
大
火
を
テ
ー
マ
に
し
た

大
紙
芝
居
な
ど

様
々
な
出
し
物

が
披
露
さ
れ
出

席
者
を
楽
し
ま

せ
て
い
た
。
ま

た
、
恒
例
の
カ

ラ
オ
ケ
大
会
も

あ
り
高
齢
を
感

◆
墓
地
清
掃
、
御
ミ
サ

　
日
　
時
：
十
一
月
三
日
（
月
）

　
清
掃
午
後
二
時
、
御
ミ
サ
午
後
四
時

　�（
雨
天
の
場
合
清
掃
は
中
止
、
御
ミ
サ

の
み
教
会
に
て
行
い
ま
す
。）

◆
小
教
区
対
抗
運
動
会

　
日
　
時
：
十
一
月
十
六
日
（
日
）

　
　
　
　
　
午
前
十
時
よ
り

　
場
　
所
：
丸
木
緑
地
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

　�（
当
日
の
主
日
ミ
サ
は
、
午
前
八
時
か

ら
に
変
更
に
な
り
ま
す
。）

じ
さ
せ
な
い

美
声
が
祝
宴

を
更
に
盛
り
上
げ
て
い
た
。

　
最
後
に
出
席
者
の
中
で
金
婚
式
を
迎
え

る
夫
婦
三
組
が
紹
介
さ
れ
、
場
内
が
祝
福

の
拍
手
に
包
ま
れ
た
中
、
祝
賀
会
は
幕
を

閉
じ
た
。

〈
中
島
さ
ん
夫
妻
よ
り
お
礼
の
あ
い
さ
つ
〉

　
教
会
で
私
た
ち
夫
婦
の
素
晴
ら
し
い
金

婚
の
お
祝
い
を
し
て
頂
き
、
誠
に
有
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
教
会
の
皆
さ
ん
の
お
祈
り
や

聖
歌
の
中
で
、
神
様
の
前
で
結
婚
の
約
束
を

し
た
秘
蹟
の
日
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
お
か
げ
さ
ま
で
夫
婦
そ
ろ
っ
て
結
婚

五
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
神
父
様
を
は
じ
め
、

シ
ス
タ
ー
方
、
皆
様
の
お
か
げ
と
深
く
感

謝
い
た
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ

し
く
お
付
き
合
い
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。�

中
島�

一
男

��
�

信
子

金婚式を迎えた左から福島さん熊川さん中島さん夫妻
葛島神父様とともに


